
NETIS説明会（調査・設計者向け）
参考資料

令和７年度

2025.6.20（金） 11:00～12:00

九州地方整備局

1. NETIS情報の検索と閲覧

2. 活用効果調査表等の作成

3. 九州地整管内の活用件数の多い技術

（工種分類：CALS関連技術,調査試験）
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3. 九州地整管内の活用件数の多い技術

（工種分類：CALS関連技術,調査試験）
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NETISから新技術の情報収集等が検索可能です。

NETISのHPにはじめてアクセスすると、
簡単なアンケートと利用上の注意事項と
注意事項の同意が求められます。

注意事項について同意できる場合は
「OK」をクリックして利用ができる
ようになります。

該当する分野を選択します

【 NETIS 】で検索
NETIS 検索

NETIS：新技術情報提供システムについて 2NETISの検索方法 2



1.NETIS掲載情報は、当該技術に関する証明、認証その他何ら技術の裏付けを行う
ものではなく、新技術活用に当たっての参考情報といった性格のものであること。

2.特に、申請情報は、技術開発者からの申請に基づく情報であり、その内容につい
て、国土交通省及び評価会議（ 整備局等）が評価等を行っているものではないこ
と。また、申請情報のNETIS掲載に伴う苦情、紛争等への対応は、NETIS申請者が行
うものであり、国土交通省は何らの責任も有しないこと。

3.評価情報は、当該技術の活用等を行った結果に基づき評価を行ったものであり、
個々の現場の条件その他により評価は変わりうる等の性格を有するものであること。

4.新技術の活用は、現場毎の条件の適合性等による判断に応じて設計・工事担当部
署がそれぞれ行うものであり、評価結果に基づき当該技術の活用等の実施が保証さ
れるといった性格のものではないこと。

5.特許権等知的財産権については、関係法令に基づき取り扱われるものであること。

NETIS（新技術情報提供システム）利用時の注意事項

NETIS：新技術情報提供システムについて 3NETISの検索方法 3



❹期待する効果を選択すると表示されます。

❸有用な新技術を選択すると表示されます。

❶キーワードで検索できます。

❷工種で検索できます。

NETIS：新技術情報提供システムについて 4

NETISは公共工事等で活用する新技術をまとめたデータベースです。

公共工事や業務で活用できる様々な技術（工法・材料・機械・製品・システム等）が掲載
されています。

（R7.4月現在 3,700件）

新技術はNETISのTOPページから検索することができます。

➎条件を入力・選択したら、最後にクリックします。

NETISの検索方法 4

❶

❷

❸

❹

➎



キーワード入力による検索！

ＮＥＴＩＳの登録番号や、ＮＥＴＩＳの製品名等が
わかっている場合は、検索キーワードを入力してください。

❶ 検索技術名称・NETIS登録番号の
キーワードを入力

※NETIS番号で検索する場合、末尾の識別記号

「－Ａ」は、評価会議において「ＶＲ」や
「ＶＥ」に変更する場合があるので入力しません。

↓
❷ 「この条件で検索」をクリック

※【キーワード検索条件を追加】で対象の

両単語とも含まれる技術を検索できます。
↓

❸ 該当する技術が表示される

NETISの検索（1） 5NETISの検索（登録番号や名称で検索） 5

NETIS技術が表示

➊キーワードを入
力

QS-240001 -A

❷クリック

❶キーワード入力

❸NETIS技術表示



活用の効果の高い「有用な新技術」を検索することができます。

❶有用な技術を選択

有用な新技術 （304件）

・推奨技術 （032件）

・準推奨技術 （029件）

・評価促進技術 （003件）

・活用促進技術 （281件）

（令和7年6月現在）

※活用促進技術から推薦され、
推奨・準推奨技術に選定されるので、重複します。

有用なNETIS技術が表示

有用な新技術を選択！

NETISの検索（3） 6

❷クリック

❸NETIS技術表示

NETISの検索（有用な新技術で検索） 6



レベル4までの工種に分類されているので、絞り込むことができます。

レベル1 レベル２ レベル３ レベル４

➊工種を選択

工種（レベル1）：

土工、共通工、基礎工、仮設工、コンクリート工、河川海岸、河川維持、

砂防工、舗装工、付属施設、道路維持修繕工、共同溝工、トンネル工、

橋梁上部工、公園、ダム、シールド、推進工、上下水道工、機械設備、

建築、建築設備（電気）、建築設備（機械）、環境対策工、調査試験、

ITS関連技術、電気通信設備、港湾・港湾海岸・空港、空港土木、空港舗

装工、柵工、撤去工、その他

工種で絞り込む！

NETISの検索（2） 7

❷クリック

❸NETIS技術表示

NETISの検索（工種で検索） 7



経済性、工程、品質、安全性、施工性、周辺環境のうち期待する効果で絞り込むことができます。

❷期待する効果を選択

（例）道路維持工事で工期短縮できる
新技術があるかを検索する場合

工種で道路維持修繕工を選択し
さらに工程の短縮に を入れて検索する。

➊工種を選択

NETIS技術が表示NETIS技術が表示

新技術に期待する効果で絞り込む！

NETISの検索（4） 8

❹NETIS技術表示

❸クリック

NETISの検索（期待する効果で検索） 8



NETIS情報（技術の位置づけ） 9

国土交通省発注工事で活用され、国の機関により活用後の事後評価を受けた新技術のうち、

特に優れた技術と認められたものが「有用な新技術」として取り扱われ、「推奨技術」

「準推奨技術」「評価促進技術」「活用促進技術」に分類されます。

事後評価済技術は、青色で表示されます。
また、事後評価結果が閲覧できます。

有用な技術に指定された技術は、
赤字で表示されます。



NETIS情報（技術毎の閲覧ページ） 10

各々の新技術の閲覧画面には、技術の概要、従来技術との比較など、申請時の情報が掲載

されています。

【従来技術との比較】には、新技術開発者が一般的な条件での従来技術を設定し、新技

術との比較を行った場合の「経済性」「工程」等の活用の効果および根拠等が掲載されて

います。

NETISの申請情報は、申請者が従来技
術と比較した場合の活用の効果と根拠
が記載されています。
参考資料として確認してください。

閲覧したい項目をクリックします。

新技術と比較する従来技術が確認できます。

NETISの検索（従来技術との比較） 10



NETIS情報（活用効果評価結果） 11

直轄工事での活用が行われた技術に対して、新技術の活用効果等を総合的に判断するため、

活用時に行う調査の結果に基づき、当該技術の優位性、安定性、現場適用性が総合的に評

価されています。

QS-＊＊＊＊＊＊-VE

活用効果評価一覧が表示され、「活用効果評価へ」
をクリックすると活用効果評価結果が閲覧できます。

活用効果評価における「所見」「留意事項」

活用効果調査結果

クリック



12

参考資料

1. NETIS情報の検索と閲覧

2. 活用効果調査表等の作成

3. 九州地整管内の活用件数の多い技術

（工種分類：CALS関連技術,調査試験）



直轄工事での活用効果調査と事後評価 13

「VE」技術は、活用効果調査表の作成
が不要です。

活用効果

調査表

５件以上

優位性

安定性

現場適用性

活用効果

調査表

活用前 活用後

新技術活用

計画書

活用

活用効果調査 事後評価蓄 積

活用効果
評価会議

事後評価の流れ（発注者指定型、施工者選定型）

１回目の事後評価５件以上
２回目以降は１０件以上

A、VR、VE A、VR

A、VR
A ⇒ VR、VE

VR ⇒ VR、VE

施工者、発注者が記載します。

技術登録

活用効果調査表が5件以上蓄積したら、大学、産業界、研究機関、行政等からなる

技術活用評価会議で技術特性などが評価されます。

開発者へフィードバック

NETIS技術
技術の

開発・実用化

事
後
評
価
技
術
結
果

新技術の活用時には、活用効果調査を行います。



事後評価において、優れていると判断された新技術は、有用な新技術として選定されます。

推 奨 技 術

新技術活用スキーム検討会議（全国）

・公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために選定された画期的
な新技術

・上記の推奨技術と位置づけるためには更なる発展を期待する部分があ
る新技術

準 推 奨 技 術

活用促進技術
・総合的に活用の効果が優れている技術

・特定の性能又は機能が特に優れている技術

・特定の地域のみで普及しており、全国に普及することが有益と判断

される技術

・その他評価会議が選考し指定する技術

新技術活用評価会議（地方整備局）

推 薦

※平成26年4月1日より、従来の「活用促進技術」「設計比較対象技術」「少実績優良技術」を「活用促進技術」に統合

NETIS情報（有用な新技術） 14



直轄工事での活用効果調査の重要性 15

調査表の内容ついて疑義があると、再確認する場合があります！
調査表の内容について疑義があると、事後評価の際〔数年後〕に
問合せが来る場合があります。

活用効果調査表は、直轄工事等で活用された新技術の有用性を検証し、評価することを目

的とした事後評価にかかせない重要な基礎資料です。厳正な評価をお願いします。

使えない調査表

活用効果
調査表

活用効果調査表が
５件蓄積されても

不備のある
活用効果調査表

調査表の５件のうち内容に
不備があれば評価に使えな
いことがあります。

活用効果
調査表

評価可能な調査表

４件

１件

活用効果調査表が
５件以上で実施

調査表の５件のうち内容に不備
があれば評価に使えないことが
あります

調査表が５件に満たないため、
評価会議で評価されず、事後評
価ができません。

新技術活用

評価会議

不備のない厳正な調査表の作成により施工者・発注者のメリットにつながる。



NETIS
（Web）

施工者 発注者 技術事務所

計画書
調査表
報告書作成・登録

計画書
調査表
報告書確認

調査表
作成・登録

登録・訂正登録・訂正

NETISのトップページから、
「活用効果調査表/活用計画書」タブを選択

WEB活用効果調査表の「作成」を選択

「ログインIDパスワードを新規登録」を選択

ログインIDパスワードは

工事ごとに申請が必要です。

新技術活用効果調査表等はＮＥＴＩＳのシステムから作成します。

新技術活用計画書・活用効果調査表等の作成 16



※システム画面は、一部簡略化しています。

新技術活用前（VE A VR） 新技術活用後（A VR）

■新技術活用計画書 ■実施報告書

■活用効果調査表

計画書

（新技術活用理由等）

実施報告書

（施工概要等）

活用効果調査表（発注者用）

活用効果調査表（施工者用）

（従来技術と比較し、活用の効果を評価）

現場で
新技術活用

活用効果調査表は、｢新技術活用計画書｣､｢実施報告書｣ ､｢活用効果調査表（発注者用、施
工者用）｣で構成されています。
活用計画書は、新技術を活用する施工期間や活用理由などを記載します。
実施報告書は、新技術を使用した際の対象数量や施工の概要を記載します。
活用効果調査表は、実際の現場での新技術の効果に関して、申請情報に記載された従来技
術との比較評価を記載します。

新技術活用計画書・活用効果調査表等の構成 17



調査表報告書計画書情報種別記号

登録登録登録「-A」「-VR」

不要不要登録「-VE」

■活用が中止になった場合は九州技術事務所へ報告してください！

E-mail ： qsr-kyugi-netis@ki.mlit.go.jp

新技術活用計画書は、活用する全ての新技術において、作成が必要です。

新技術活用決定後、速やかに作成し、必ず活用前までに登録してください。

実施報告書・活用効果調査表は新技術を活用後、速やかに作成し登録してください。

「-VE」技術は、「実施報告書」「調査表」の作成が不要です。

直轄工事での新技術活用効果調査表等の登録 18



活用効果調査表等作成の実施フロー 19
調査者（施工者） 調査者（発注者） 九州技術事務所

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ受領

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
の発行

計画書

計画書「記入完了」に

実施報告書、調査表
（施工者用）作成・登録

実施報告書「記入完了」に
調査表 「記入完了」に

NETIS登録

調査表 「記入完了」に

1工事毎に申請する

修正あり 修正なし

修正あり

修正なし

「活用等の型」を忘れずに選択

実施報告書
活用調査表

（A・VRのみ）

「活用等の型」を忘れずに選択
計画書「記入完了」に

登録

修正あり 修正なし

【
発
注
者
指
定
型
】

【
施
工
者
選
定
型
】

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

【VEについて】
実施報告書、活用効果調査表の作成・登録は不要です。

【活用前】

【活用後】

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

VEの場合

VEの場合

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ申請情報確認

計画書確認・登録

修正依頼受領

連絡
（口頭等）

記入内容確認

記入内容確認

NETIS登録

調査表（発注者用）作成・登録

修正依頼

登録

修正依頼受領

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ申請

計画書作成・登録

修正依頼

記入内容確認

修正依頼修正依頼受領

計画書作成・一時保存

計画書確認

通知
（自動メール）

連絡
（口頭等）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

※ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは、
発注者からでも申請できます。

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ承認、発行

受注者記入内容確認



NETISのトップページから、
「活用効果調査表/活用計画書」タブを選択

活用効果調査表等の作成

初めてＮＥＴＩＳのＨＰにアクセスした場合、
アンケート画面が表示されます。
該当職種をチェックし、注意事項を確認の上、
同意に関する「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。

ID/パスワードの申請方法 1 20

活用効果調査表作成のID・パスワードは１工事毎に申請が必要です。



ID/パスワードの申請方法 2 21

WEB活用効果調査表の「作成」を選択

「ログインIDパスワード
を新規登録」を選択



ID/パスワードの申請方法 4 22

ID/パスワードの申請フォーム

❷正確な情報を入力
【注意点】年度や文字抜けがあります。

❺新技術のNETIS番号
【注意点】情報識別記号「A、VR、VE」の入力はしない

❶入力

❸入力

❹入力

❶施工会社等の名称を入力
【注意点】国土交通省は発注者なので間違えて入力しない。

❸コリンズ番号は１０桁の数字を入力
【注意点】設計書番号ではありません。

❹担当職員と事前に打合せの上で職員氏名とメールアドレス
を入力

●●事務所

●●●●工事 ❷入力

❻技術活用提案日
❻選択

❼クリック ❼登録フォームの必要事項を入力し「申請」をクリック

QS-24000X ➎入力



ID/パスワードの申請方法 5

複数の新技術を活用する場合

技術を追加

追加された技術

活用技術が複数ある場合は「技術を追加する」ボタンで追加することができます。

ID/パスワードが発行された後に、技術を追加・削除することも可能です。

23



ID/パスワードの申請方法 6

ID／パスワード発行のお知らせメール

発行されたID/パスワードは、すべての

登録が完了するまでは必要ですので、

紛失しないように管理をお願いします。

※ID・パスワードを紛失した場合は、
再発行が必要です。

① 施工者が紛失した場合は、
発注者に確認

② 発注者が紛失した場合は、
九州技術事務所 申請・相談窓口に確認

24

●●●●●

QS-24000X

：●●●●工事

●●●●工事

aa123456
発行された

ID/パスワード

入力用サイト
へ移動

●●事務所

●●●●（株）



ID/パスワード発行後のログイン

ID/パスワードによるログイン

●●●●●●工法

25

ID/パスワード発行後に技術を追加・削除することが可能です。

ID・パスワードが発行されると、活用効果調査表等の作成が可能になります。

ID/パスワードを入力

作成したい技術の
「活用効果調査表へ」

をクリック

クリック

クリック

QS-24000X

●●●●工事

●●事務所

●●●●（株）

QS-24000Y ××××工法



「活用理由」

・活用した理由をチェックし、コメントを記入します。

・６項目のうち、１項目以上の記入が必須となっています。

・チェックした項目はコメント欄を必ず記入してください。

・NETIS申請情報の「従来技術との比較」を確認し、

向上するとされている項目については、必ずチェックし、

コメントを記入してください。

・従来技術と比べて向上する活用理由を記入してください。

新技術活用計画書

❶「活用等の型」を選択

❷「新技術活用計画書」のタブの入力項目を記入

❸「記入完了」をチェック

❹「登録」をクリック

新技術活用計画書の作成 1 26

計画書作成の流れ

❷「新技術活用計画書」
タブの項目を入力

❹計画書を登録

❸すべての入力完了後、
「記入完了」をチェック

QS-24000X

●●●●●●工法

●●事務所

❶「活用等の型」を
リストから選択

●●●●

●●●●工事

自動入力

●●●●（株）



新技術活用計画書の作成 2

活用する新技術、発注機関などの記入のポイント

※選択ミスが多いので注意！詳細を次ページで紹介

QS-24000X

●●●●●●工法

●●事務所

●●●●

●●●●工事

120分でタイムアウトします。
一時保存を行ってください。

新技術を活用する型を選択

NETIS情報から自動的に
入力されます。

27



新技術活用計画書の作成 3 28

活用等の型の選択のポイント

活用等の型は、「施工者選定型（総合評価技術提案）（契約後提案） 「発注者指定型」の場合

がほとんどです。間違えないように注意してください。

活用の型は赤枠が主

間違えやすい
ので注意！！



新技術活用計画書の作成 4
工事等の情報の記入のポイント

※工事期間、新技術施工期間は、
施工完了後に正確な日付けに
修正をお願いします。

29

❶計画書の作成した日をボタンより選択

●●●●（株）

❷工事（業務）の当初契約額（税込）を入力

❸工事（業務）の全体工期をボタンより選択

❹全体工期のうち新技術を活用する期間を
ボタンより選択

➎施工場所の所在地を記入

❶選択

❷入力
❸選択

❹選択

➎入力



チェックしたらコメントの記入

新技術活用計画書の作成 5 30

活用理由の記入のポイント

〇NETISの従来技術と比較して、新技術が優れていると思われる項目についてはチェック を選択。
〇チェックした項目は、コメント欄に必ず記入してください。
〇６項目中、必ず１項目以上の記入が必須です。
〇６項目以外で活用理由がある場合は、「その他」に記入してください。

NETIS申請情報

NETISの申請情報には開発者の活用効果が記載されていますの
で、参考資料としてご覧ください。
活用理由に記載する優れている効果は、今回の現場で活用した
施工者の意見を記入してください。

比較する従来技術が適切でない場合

NETIS掲載の「比較する従来技術」との比較が不適切と
考えられる場合でも、記載された技術との比較を行っ
てください。 比較する従来技術

●●により、コストを削減すること
ができるため。

●●により、安全性が向上したため

●●●●



「-A」「-VR」技術は新技術活用後、実施報告書及び活用効果調査表の作成・登録が必要です。

工事全体の内容を記入してください。

新技術の対象数量を記入してください。
例）掘削工2,000m3 
単位は、NETIS 掲載情報「活用効果の根拠」に合わせてく
ださい。

・構造が分かる図面などがあ
れば添付してください。

※NETIS情報等の添付は
必要ありません。

【実施報告書】

【実施報告書】
つづき

例）掘削工

制約すべき事項がある場合は
記入してください。
特にない場合は、「特になし」
と記入してください。

❶「実施報告書」のタブの入力項目を記入

❷「記入完了」をチェック

（VE技術は不要）

実施報告書の作成 1

❶「実施報告書」
タブの項目を入力

❷入力完了後、
「記入完了」をチェック

31

実施報告書作成の流れ

実施報告書



施工概要の記入のポイント

実施報告書は新技術活用後に記入して
ください。

❶内容

新技術を活用した工事の概要を記入

❷対象数量

新技術の工種の数量を記入

（単位は、NETIS掲載情報に合わせる）

❸新技術使用箇所

対象数量のうち、新技術を使用した箇所を記入

❹現場施工条件

新技術を活用した現場条件を記入

（騒音有無や夜間施工等）

❺障害
施工上での重大な障害・問題の有無を選択

「有」の場合は、障害の内容を記入

❻作業環境

新技術を活用した作業環境を選択

実施報告書の作成 2 32

例）舗装工7,000m2、道路改良L=1,000m

工種（業務）全体の内容が分かるよう、主要工種のみ記入

例）△△橋橋梁塗装工3,000m2、足場工1,500m2

例）△△橋P3橋脚 足場工1,000m2

必須項目ではないため、

特に資料を添付する必要はありません

必須項目ではないため、

特に資料を添付する必要はありません

例）山間部 例）半径50m以内に学校あり 例）特になし

特筆することがない場合、
「特になし」

と記載してください。

特筆することがない場合、
「特になし」

と記載してください。

クリックして選択してください。クリックして選択してください。

❶

❷

❸

❹

➎

❻



左記のチェックの目安を参考に定性的
５段階評価をお願いします。

【経済性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【工程の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【品質・出来形の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【安全性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【施工性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

ｸﾘｯｸ

活用効果調査表の作成 1

調査表の全ての項目の記入が完了したら、
「記入完了」にチェックしてください。

33



【総合的所見】

・コメントは必ず記入し
てください。

【環境の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【その他】

前述の６項目以外で新た
な「調査項目」が必要と
記入者が判断した場合は、
その他の項目に記入して
ください

写真のタイトルを記入してください。

【施工状況等の写真】

新技術に活用状況が分か
る写真（施工状況、使用
材料、計測状況、完了
等）を添付してください。

活用効果調査表の作成 2 34



比較する従来技術と
比べて判断し、優劣など
の5段階評価を必ず、
クリックして選択

（例）
ベースマシンがバックホウタイプで
小型であることから、機械経費・人
件費が安価となり、仮設足場材（敷
鉄板）に要する費用が減少し、施工
日数が短縮できたという理由で非常
に優れている。

該当する項目をチェック

❶
❷

❸

監督職員とテキストで
やりとりする場合に使用

評価項目のチェックポイント

①効果調査（優れる、同等、劣る）
②優れていた点、劣っていた点
③①②とした理由のコメント

整合は取れているか？
【活用効果調査表】の総合的所見との記載
【活用計画書】の活用理由の記載

所見として、
【効果調査】、【優れていた点】あるいは
【劣っていた点】の理由を必ず記入。

活用効果調査表

活用効果調査表の作成 3 35



※コメントは必ず記入してください。

【コメント】

効果調査の理由を必ず記入してください。

効果調査の理由や評価の視点との整合を図ってください。

【不整合例】：効果調査と項目チェックとコメントの不整合
効果調査、劣る「２」にチェックしている。
優れていた点の２か所の項目にチェックしている。
コメントは「優れている」と記載している。

【効果調査】

「５段階」で必ず評価してください。

「優れていた点」「劣っていた点」に該当する項目があれば

チェックしてください。

【活用効果調査表】

活用効果調査表の作成 4 36



活用効果調査表の作成 5 37

（例）
ベースマシンがバックホウタイプで
小型であることから、機械経費・人
件費が安価となり、仮設足場材（敷
鉄板）に要する費用が減少し、施工
日数が短縮できたという理由で非常
に優れている。

❶
❷

❸

記入漏れや評価に矛盾がないよう発注者は必ず
チェックしてください。
また、施工者の評価と発注者の評価が大きく異

なることがないよう評価に当たっては施工者と発
注者の間で十分調整を図ってください。

評価項目の記入のポイント

❶効果調査

比較する従来技術と比べて判断し、優劣などの
「５段階評価」を必ずチェック
※活用効果調査表の評価を行う６項目について、

「当該技術に関連しない項目である」は選択しない。

❷調査の視点

該当する項目がない場合、近い内容をチェック

「優れていた点・劣っていた点」に該当する項
目場合は、がなかったことも記載
※コメントにおいて、優れている点や劣っている点を具体

的に記載。

❸コメント

所見として、コメント（評価の理由）は評価に
かかわらず必ず記入

活用効果調査表は受注者の作成後、発注者は、
記入内容を確認し、発注者用を作成してください。

調査の視点

『比較する従来技術』と比較して評価する。
６項目（経済性・工程・品質・安全性・施工性・
周辺環境への影響）について、必ず評価する。



「５ (優れる) 」にチェック
調査の視点

不整合 不整合

不整合の例

効果調査は「５」（優れる）にチェックされているが、

調査の視点で「劣っていた点」の項目にチェックされている。

コメントは「劣っていた」との理由が記載されていることから、不整合である。

【活用効果調査表】

活用効果調査とコメントの不整合について 38



経済性は、ベースマシンがバックホウタイプで小型であることから、機械
経費・人件費が安価となり、仮設足場材（敷鉄板）に要する費用が減少し、
施工日数が短縮できたという理由で非常に優れている。

（全体的に優れている点をコメント）

優れた点が多く評価が「５」の例

工程は、地盤改良に要する日数が、当初8日間を予定していた日程が4日間（1
／2）になり、施工日数を短縮できるという理由で非常に優れていた。

（1項目がいかに優れていたかを具体的にコメント）
優れた点は１項目だが評価が「５」の例

『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例 39



効果調査が「３（同等）」の場合

同程度である。
変わらない。
ほぼ同等と考える。
影響が無かった。
問題はない。
大差はない。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

効果調査が「４」の場合

優れている。
向上した。
やや優れている。
少し向上した。
僅かに○○を削減できた。
○○がやや減少した。

効果調査が「５」の場合

非常に優れている。
極めて向上した。
大幅に○○を削減できた。
特に○○が高い。
○○及び△△が非常に減少した。
○○が大幅に減少した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例 40

コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考に
して下さい。

・ ・ ・ ・



コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考に
して下さい。

・ ・ ・ ・

効果調査が「２」の場合

劣る。
低下した。
やや劣る。
少し低下した。
僅かに○○が増加した。
○○がやや増加した。

効果調査が「１」の場合

非常に劣る。
極めて低下した。
大幅に○○が増加した。
特に○○が低い。
○○及び△△が非常に増加した。
○○が大幅に増加した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例 41



調査の視点では、（優れていた点：2）＞（劣っていた点：1）であるが、効果調査は「2」でありコメントもマイナス評価と
なっている。

以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

コメントが簡素であるために、調
査の視点の重みが判断できません。
より具体的なコメントをお願いし
ます。

調査の視点では、優れていた点に多く（4箇所）のチェックが付いているが、効果調査は「4」となっている

多くの項目で優れているが、それ
ぞれの項目の重みは僅かであるた
めに、総合的には「4」となった
ことが伝わるようなコメントをお
願いします。

2箇所

1箇所

「2」

機械経費が高いため経済性は劣る。（×）

例：作業人員と施工日数は削減できたものの、機械経費が非常に高くなっ
たため、総合的には従来技術と比較して、経済性は劣る。（○）

より具体的に

4箇所「4」

施工性は向上している。（×）

例：仮設の減少により現場での施工が減少し、さらに機械化により作業員
の作業が容易になったことから、従来技術と比較して施工性はやや優れて
いる。（○）

より具体的に

『調査項目のコメント』を特に重視すべき具体的な事例 42



活用効果調査にあたっての留意点 43

■調査表記載にあたっての主な留意点

経済性：新技術の導入コストだけでなく、工期短縮などに伴う、人件費、管理費、仮設費用など

のコスト含めて総合的な観点から評価をお願いします。

工 程：技術導入による施工期間での評価をお願いします。

品質・出来形：施工性の視点（現場での施工や作業が容易など）での評価ではなく、目的物の品質

や出来形が向上する視点（耐久性向上・現場での管理項目など）での評価として

ください。

安全性：今回の現場施工中による効果での評価をお願いします。

施工後の新技術の導入効果は評価しないようお願いします。

従来技術も影響を与えないあるいは変化がない場合の評価は「同等（3点）」の評価となります。

活用効果調査にあたっては、NETIS申請情報「活用の効果」の内容を確認し、技術特性を十分

理解し、適切な評価となるよう留意してください。

活用効果調査表の評価は、NETIS記載の従来技術と比較してください。

5段階評価を必ず行ってください。



総合的所見の記入のポイント

❶優れていた所

従来技術と比較して、優れていた点を記入

❷劣っていた所

従来技術と比較して、劣っていた点を記入

❸留意する所

新技術を活用する際に、特に留意すべき点を記入

❹アンケート項目

該当する項目を選択し、回答。

❺従来技術名

比較する従来技術が適切でなかった場合、

比較すべき従来技術を記入

❻今後の当該技術活用の理由

該当する項目を選択し、「理由」も必ず記入

❼改善点・要望・その他

改善点等がある場合は、自由に記入。

新技術活用後に記入してください。

❶

❷

❸

❹
❺
❻

❼

❽
❽施工状況等の写真

施工者が作成します。発注者による作成は不要です。

写真ファイルは、2MB（300×200pixel）程度のGIF形式ま
たはJPEG形式としてください。

活用効果調査表（総合的所見）の作成 44



■新技術活用計画書

・「計画書」は、活用する全ての新技術において、作成が必要です。

新技術活用決定後速やかに作成し、必ず活用前までに登録してください。

■実施報告書・活用効果調査表

・「実施報告書」「調査表」は新技術を活用後、速やかに作成し登録してください。

・「-VE」技術は、「実施報告書」「調査表」の作成は不要です。

活用効果調査表等は、発注者と施工者がNETISシステム上で作成します。

活用効果調査にあたってのアドバイス 45

NETIS
（Web）

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

施工者
計画書作成・登録

【 VE技術 】

■計画書

【活用前】

【活用後】

発注者
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
監督職員確認中

技術事務所
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
確認者確認中

登録済み

調査表/計画書作成状況
公開済

【 A/VR技術】

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

施工者
計画書作成・登録

■計画書

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

技術事務所
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
確認者確認中

発注者
内容確認・調査表作成

登録

調査表/計画書作成状況
監督職員確認中

■実施報告書・活用効果調査表

監督員へ
内容確認メールは
送信されません

発注者
実施報告書・調査表作成

登録

監督員へ
内容確認メール送信

監督員へ
内容確認メール送信

【活用前】

■活用が中止になった場合は、システムから削除のうえ、九州技術事務所に報告して
ください！ E-mail ： qsr-kyugi-netis@ki.mlit.go.jp



活用効果調査表等の作成にあたってのまとめ
1.NETISの原則義務化

・直轄工事においては、原則1技術以上の新技術を活用しなければならない。

2.ID、パスワードの申請

・活用効果調査表作成のIDとパスワードは1工事毎に申請が必要です。紛失しないよう保管を！

3.新技術活用計画書、実施報告書および活用効果調査表の作成について

3-1.保存について

・120分でタイムアウトするため一時保存を行ってください。

3-2.計画書の作成について （活用前）

・活用等の型を忘れずに選択してください。

・計画書を作成し、「記入完了」に して登録してください。

3-3. 「A」「VR」技術について （活用後）

・実施報告書を作成し「記入完了」に してください。

・活用効果調査表は、評価項目６項目は必ず「５段階評価」を行い、

すべての項目のコメントを記入してください。

・活用効果調査表を作成し 「記入完了」に して登録してください。

3-4. 「VE」技術について （活用後）

・実施報告書、活用効果調査表の作成・登録は不要です。

※活用効果調査表等は登録完了後は修正できないので、よく確認して登録してください。

46



47NETISシステム操作マニュアル （九州技術事務所ＨＰ）

九州技術事務所HPの「新技術情報/NETIS」に調査表等の作成に関する情報を掲載しています。

操作マニュアル

コメント事例集

新技術活用効果調査表のコメント事例集
操作マニュアル

新技術情報／ＮＥＴＩＳ

活用（活用計画書・報告書および活用効果調査表）

九州技術事務所ホームページ
http://www.qsr.mlit.go.jp/kyugi/

こちらをクリック！

こちらをクリック！
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九州地整管内の活用件数の多い技術（工種分類：CALS関連技術,調査試験）

令和６年度に九州地方整備局管内において活用された新技術は、以下のとおりです。

49

経済性 工程 品質 安全性 施工性 環境

1 KT-230048-VE 小黒板電子化アプリ「SiteBox」 現地形状等の略図作成、注釈表記が可能な電子黒板に関するアプリケーション技術
ＣＡＬＳ関連

技術
C B - - B -

2 QS-190005-VE 現場クラウド One_現場支援機能サービス 現場の生産性向上を高める情報共有システム
ＣＡＬＳ関連

技術
B B - B B B

3 KK-210003-VE
データ共有クラウドサービス「CIMPHONY 
Plus」

工事で活用する写真や3次元データを時間軸と位置情報で管理。3次元地図上に可

視化して現場空間を再現し、状況や進捗の確認・共有を支援するデータ共有クラウド

サービスです。

ＣＡＬＳ関連
技術

活用促進 B B B B B -

4 QS-150021-VE 自然災害防災システム ZEROSAI
建設現場に設置した気象観測器から観測データをリアルタイムに収集し、クラウド上

で高精度な気象予測とともに管理を行う。合わせて電光掲示板で作業員へも迅速か

つ確実に気象情報を伝達するシステム。
調査試験 C C C B C C

5 KT-240010-A
電子小黒板入力支援アプリ「黒板作成・連
携ツール」

現場デバイス（弊社無償アプリ「どこでも写真管理Plus」をインストールしたスマート

フォン）で電子小黒板データ入りの写真を撮影、さらにPC上で電子小黒板データの入

力支援を行なうことにより、現場デバイス上での作業を最小限に抑えるアプリ

ＣＡＬＳ関連
技術

事後評価未実施

6 CB-220022-VE 遠隔臨場SiteLive 建設現場の遠隔臨場撮影・配信システム
ＣＡＬＳ関連

技術
B B C B B B

7 QS-190035-VE
FMR スキャナー (高速移動路面3Dスキャ
ナー)による路面調査

高速移動でスキャナーした車道の画像を使用した路面管理システム 調査試験 活用促進 B B C B B B

8 KK-210022-VE 環境計測サービス「みまわり伝書鳩」
工事現場等に設置された環境センサーで計測したデータを遠隔で監視し、異常値が

発生した場合は、回転灯等による警告やメールで関係者に連絡することができる現

場計測管理サービス。
調査試験 B C C B B -

9 KT-230078-VE 遠隔臨場システム「GENBA-Remote」
インターネットを介して遠隔地に臨場しなくてもリアルタイムに映像と音声で確認できる

情報共有のシステム

ＣＡＬＳ関連
技術

C B - C B -

10 KK-160040-VE
受発注者間の情報共有システム「電納
ASPer(データ保管サービス)」

工事施工(業務)中における受発注者間の幅広い情報共有に加え、過去工事のデータ

をシステム(サーバ内)に蓄積し受発注者間で共有できるサービス

ＣＡＬＳ関連
技術

B B - - C C

11 KK-220044-VE
自動合成機能を搭載した地上型レーザース
キャナ―システム

自動合成／スキャン毎セルフオートキャリブレーション 調査試験 B B C C B C

12 KT-190097-VE 傾斜監視クラウドシステム(OKIPPA) センサボックスだけで始められる傾斜監視クラウドシステム 調査試験 活用促進 B B C B B B

活用効果評価結果

番号 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（令和7年4月現在）

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る



令和６年度に九州地方整備局管内において活用された新技術は、以下のとおりです。
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経済性 工程 品質 安全性 施工性 環境

13 HR-190001-VE 工事写真 黒板自動解析システム
自動解析専用黒板に記載された手書き文字を自動解析し、工事写真の自動振り分け

と施工管理情報の自動入力を行う工事写真管理ソフトウェア

ＣＡＬＳ関連
技術

B B C C B C

14 KK-230048-A
スマートフォンによる道路点検DXシステム
「GLOCAL-EYEZ」

スマートフォンにより道路パトロールと路面点検の両方を同時に実施できるシステム 調査試験 活用促進 事後評価未実施

15 KT-170007-VE
アンカーボルト引張荷重の一体型試験測定
システム(テクノテスターシリーズ)

引張り試験からデータ管理まで簡便に行える一体型アンカーボルト引張荷重確認試

験機
調査試験 活用促進 B B B C B C

16 KT-170064-VE
移動体計測技術を用いたUAV空中測量シス
テム

移動体計測技術を用いてUAV搭載機器の位置情報を取得することにより、UAV空中

測量作業の効率化を図るシステム
調査試験 活用促進 B B C C B C

17 CG-190014-VE 道路区画線健全度診断システム
スマホとAIを用いた簡単で安全で定量的な区画線調査技術 RoadViewer(ロード

ビューアー)
調査試験 活用促進 B B B B A B

18 KT-150010-VE 高精度MMSでスイスイ3D現況測量
車両や船などで移動しながら同時に3D測量を行うとともに、その測量データを補正し

て精度を高めるシステム
調査試験 活用促進 B A B B B B

19 KT-160005-VE
RICOH Drive電子黒板アプリ(スマートデバイ
ス用)

現場写真撮影時に電子小黒板画像及び黒板情報をデジタル写真に表示、埋め込む

ことが可能なスマートデバイスアプリ

ＣＡＬＳ関連
技術

B B C B B C

20 KT-180029-VE
センチメートル級精度の対空標識「エアロボ
マーカー」

標定点・検証点に置くだけでセンチメートル級精度の測量を可能にした対空標識シス

テム
調査試験

R7推奨活用促
進

B B C B B -

21 KT-230192-A
UAV画像によるクラウド型写真測量サービス
「ＫＵＭＩＫＩ」

空撮画像から地形データを自動生成し、クラウド上で距離、体積、断面等を計測、情

報共有が可能なシステム
調査試験 事後評価未実施

22 KT-230245-A
振動モニタリングシステム「揺れウォッ
チャー」

振動を見える化して工事振動の発生を抑制するシステム 調査試験 事後評価未実施

23 KT-230271-A
歩くだけで3次元測量が可能なSLAM技術ハ
ンディスキャナ「X120GO 3D SLAM レーザー
スキャナ」

３台のカメラ搭載とLiDAR SLAM技術により簡単に地形の３次元測量データを取得で

きる測量技術
調査試験 事後評価未実施

24 QS-200050-VE
水位・水質・気象データ等クラウド監視シス
テム「わかるくん」

リアルタイムデータ収集・配信プラットフォーム 調査試験 C C B B B C

活用効果評価結果

番号 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（令和7年4月現在）

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る
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経済性 工程 品質 安全性 施工性 環境

25 HR-180003-A RPDによる岩盤の多方向動的貫入試験
岩盤の水平・傾斜方向の測定とコア試料の採取が同時にできるロータリーパーカッ

ションドリルを利用した動的貫入試験方法
調査試験 事後評価未実施

26 KK-170002-VE 配管用RI密度計PIRICA サンプリング不要の配管用密度計 調査試験 C C B C B C

27 KK-200009-VE
溶接部ビード計測用3Dハンディスキャナ脚
長計測パッケージ「CSM-HSシリーズ」

レーザ光をあてるだけで溶接ビードの断面を非接触で計測・記録できる現場支援

ツール
調査試験 活用促進 B B B - B -

28 KK-220075-A 測量美術
3次元測量の混合技法による路面性状の現状把握および舗装修繕工事用の図面作

成
調査試験 事後評価未実施

29 KT-150040-VE
コンクリート構造物内の埋設物非破壊探査
装置

埋設物の位置検出性能改善により、コンクリート構造物の埋設物探査を容易にした

非破壊探査装置
調査試験 C C B C C C

30 KT-160111-VE プロテスターTRシリーズ あと施工アンカーボルト引張荷重確認試験機 調査試験 活用促進 B B B B A C

31 KT-180043-VE クラウド計測システム 『クラウド16』 各種計測機器データのクラウド一括管理システム 調査試験 活用促進 A - B A - -

32 KT-200062-VE フォトラクション 建築現場を「見える化」して生産性と品質を向上させる生産支援クラウド
ＣＡＬＳ関連

技術
活用促進 B B B - B B

33 KT-220059-A
ハイパー・スタッキング機能を有したデジタ
ル型の地中レーダアンテナ

深層部でも鮮明で高品質なデータの取得を可能にした地中レーダのデジタル技術手

法
調査試験 事後評価未実施

34 KT-230035-VE 現場端末システム（Mr.Samurai  3D）
現地測量及び3次元設計データを利用した出来形管理などに応用が可能な多機能電

子野帳
調査試験 C B B C B C

35 KT-230049-VE 施工管理支援システム「SPIDERPLUS」 クラウドサーバーに蓄積された施工管理情報を用いて帳票の作成を支援する技術。
ＣＡＬＳ関連

技術
B B B B B B

36 QS-190016-VE 路面性状調査 メジャーロードカー 舗装表面の5つの測定を同時に計測し、自動解析するシステム 調査試験 活用促進 B B B B B B

番号 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（令和7年4月現在）

活用効果評価結果

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る
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経済性 工程 品質 安全性 施工性 環境

37 QS-200024-VE
クラウド共有シュミットハンマー（コンクリート
用）「シュミットLive」

測定値をリアルタイムで共有できるコンクリート圧縮強度試験機 調査試験 C B B C B -

38 QS-210015-A
クラウド型鉄筋探査非破壊試験装置
（GP8800）

測定データをリアルタイムで共有できるレーダ探査装置 調査試験 事後評価未実施

39 QS-220032-A 現場環境一元管理システム（NDX－Cloud）
現場環境や計器データを見える化し、環境管理、施工管理をリアルタイムに行えるシ

ステムである。
調査試験 事後評価未実施

40 QS-220047-VE
ハンディ型3Dモデル投影「高精度AR（拡張
現実）システム」

タブレット等の画面を通して、完成イメージ等の3次元モデルを現実世界に高精度に

投影可能なARシステム
調査試験 D C C C B C

41 QS-240020-A
地中探査機Stream DPを使用した地中探査
データの3次元可視化技術

高密度で得た地中内情報を3次元で可視化する技術 調査試験 事後評価未実施

活用効果評価結果

番号 NETIS登録番号 技術名 副題 工種
有用な技術

（令和7年4月現在）

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る
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